10/30の講義に関する質問と回答

－質問はできるだけ授業中か授業後に直接どうぞ。

＊実験もっとしたいです。

　それでは次回も用意しましょう。

＊日本の石炭はあと何年分くらいあるんですか

　どのくらいの消費率を見込むかによりますが、1950年代の年間消費量であれば、100年程度の可採埋蔵量はあったと思います。ただ、現在すべての炭田が採掘を止めてしまっているので、採算的に復活はまず無理でしょう。

＊地球全体に蓄えられている全てのCO2を地上に出すとどのくらいの量になるのでしょうか？

　初期大気で100気圧と見積もられていますから、現在の30万倍弱というところでしょうか。

＊地球上の全ての石灰岩を分解することはできますか？

　通常のプロセスでは、分解する一方で沈澱もどこかで起きますから、同時に全部の石灰岩を分解するのは無理でしょう。可能性があるとすれば、ジャイアントインパクトのように、月～火星サイズの天体が地球に衝突し、表面がマグマの海になれば、全ての石灰岩が分解することになるかもしれません。

＊桂林形成時に雨で石灰岩を溶かしてできたというが、あんなにうまく山形になるのか？

　なっちゃったんだから仕方がないですが、まあ、理屈はいろいろつけるにしても、不思議ですね。

10/23の講義に関する質問と回答
＊地球内部が徐々に冷やされていっていると聞きましたが、そのまま冷やされ続けていくと地球はどうなってしまうのでしょうか？

＊大陸は何百億年もたつと１つの大陸になると本に書いてあったのですが、様々な環境はどうなるのでしょうか？

　冷えてしまった状態というのは、火星や月を見ることである程度想像できます。まず、プレート運動の速度が低下し、大陸の集合と分裂のサイクル（現在は約２億年周期）がだんだん間延びし、しまいには表面が動かなくなるでしょう。ところどころホットスポット的な火山活動は存続しますが、火山活動の低下は大気組成にも影響が出て、二酸化炭素の供給低下で表面は寒冷化するかもしれません。太陽系が存続する残り約50億年では、そのくらいですかね。最後には巨星化した太陽に飲み込まれてしまうので、高温になって終わるでしょう。

＊なぜ、パンゲアという１つのまとまった大陸ができたのですか。

　なぜ、あなたという人間ができたのですか、というのと同じで、「なぜ」という問いには答えようがありません。強いていえば、プレートの沈み込みは大陸が衝突するとその境界での沈み込みが停止し、あらたに大陸の縁で沈み込みが始まるので、マントルの上に浮いた状態の大陸地殻は、ランダムに動いていても自然にくっつくことを繰り返し、集まってしまうということでしょう。

＊ゲロの話が面白かった

　誤解されると困るのですが、岩石の分類を覚えるためのげ、いや、語呂合わせの話です。

＊今ある大陸（ユーラシア大陸やアフリカ大陸）はいつ頃完成したんですか？

　それぞれの大陸は完成という状態は定義できません。パンゲアのような超大陸は別ですが。アフリカは分裂中ですし、ユーラシアはインドとアフリカ・アラビアの北上で変形中です。

＊惑星は生物なんですか？

　ガイア理論というのが提唱されていて、惑星は１個がまるで生物のようにふるまうという考え方があります。

＊ハワイは本当に日本に到着するのですか？途中で行き先を変更する可能性はどれくらいですか

　日本がいつまでこの位置にあるかによりますね。途中でプレートの運動方向が変わる可能性は少しあります。

＊表面が動かないと地球はどうなるんですか？

　放熱が妨げられるので内部の温度が少しずつ上昇し、ホットスポット的な火山活動が増加して放熱量を稼ぐようになるでしょう。表面に単発的な火山が増えるということです。

＊このまま陸地が移動して再び一つの陸地になる日が来ると思う。

　そうですね。１億年くらい先には。そしてまた分裂していくつかの大陸が散らばることになると思います。

＊ニュースで確か2000年周期くらいでとてつもない東海地震が起きている、と書いてあったが、その場合でも通常の地震としくみは同じなのか？

　同じです。別々に地震を起こしている領域が、たまに連動して同時に地震を起こしてしまう場合があって、その場合、非常に大きな地震になるということです。東海地震領域と東南海地震領域（駿河湾～紀伊沖）が同時に地震を起こすような話ではないですか？

＊宇宙のお話終わってしまって残念です。

　僕は地球に帰ってきてほっとしています。地球の話も宇宙の一部ということで。

＊大陸が動いて、日本列島が離れていることもあるのかなと思った。北海道と本州が離れたり…。

　北海道と本州は離れませんが、別府湾から雲仙のラインを境に、北九州と南九州は引き裂かれつつあります。

＊日本は地震が多いのでジブチのように大陸が陥没して海ができたりしないのか疑問

　上記のように、別府湾から阿蘇、雲仙のラインでは、そういうことが将来起きるでしょう。

＊地球の熱はあとどのくらいで放出し終わるのでしょうか？

　地球の最後まで放出し終わるということはないでしょう。月でも少しは熱を出していますし。計算した結果はどこかに発表されているはずです。

＊大陸の数に今後変動があると考えられますか？数十個に増えるのか、それともまた一つに戻るのか、どちらの可能性が高いのですか？

　いまは一つの超大陸をつくる方向にすべての大陸が移動中です。分裂中のところがあるとしても、全体としては。将来に関しては、大陸を細かく割るのは、放熱量が多くないと無理なので、大陸の数は分裂するときもそう増えない方向（数個くらい）に向かうと思います。

＊地球はなぜできたのですか？

　あなたは「なぜ」生まれたのですか。「なぜ」に対しては、答えがないです。神さまの領域でしょう

＊大陸が生まれるのと沈むのを同じペースで繰り返しているのですか？それとも微妙に違うのですか？

　大陸そのものはマントルの上に浮いているので、沈むことはできず、できた分だけ表面付近にたまっていきます。ただ、沈み込みに伴って削られて減る分はあり、それと火山活動（花崗岩をつくるマグマ活動）で増えていく分とが、現在はほぼつり合っていると考えてよいようです。昔はつくられる方が速いペースだった時期がありました。

＊日本はこれから先バラバラになりますか？

　部分的にはバラバラになりますが、最終的にはユーラシア大陸にみんなひっつきます。今後数千万年のあいだに。

＊休火山というのがまた活動を再開する可能性があるというのはなぜわかるのですか？

　まず、休火山という分類は現在ありません。人々が油断するといけないのでやめました。活動再開の可能性は、地震計などで山体地下の浅いところにマグマが上がってきているのを検出すれば、わかります。
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